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《赤い羽根募金運動》
　10月より展開しているこの募金は、市内や
県内の民間社会福祉施設・福祉団体の支援、
地域福祉の推進の充実、災害ボランティアセ
ンターの運営等に役立てられています。

《年末たすけあい募金運動》
　12月より展開するこの募金は、障がい者地
域活動支援センター（旧障害者地域作業
所）・福祉団体・ボランティア団体などの市内
団体に広く活用されるとともに、社会福祉協
議会の事業費として様々な事業に活用され
地域福祉活動に役立てられています。

毎年たくさんの募金をお寄せいただき、ありがとうございます。
今年も、すでに回覧等で自治会会員の皆様にはご協力をいた
だいております。また、街頭募金でも多くの地域団体、福祉施設
や保育園の皆様のお力添えとご参加をいただいております。
市内多数の商業施設等では、募金箱設置のご協力もいただい
ております。引き続き皆様のご理解とご協力をお願い申し上げ
ます。

　1954年川崎市出身。両手の指が1本ずつしかなく足の指も欠損という障がいを持って生まれる。
1990年から神奈川県福祉相談員として、2013年からは大和市相談員として活動している。2012年7
月『朝日新聞』朝刊「声」欄への投書が話題となり、フェイスブックやブログ等で大きな反響を呼んだ。
　著書に『今、いじめられているあなたへ』『私を支えた「ありがとう」の言葉』がある。

046-266-1294TEL 046-266-2009FAX

今年も
開催いたします！！

参加お待
ち

しており
ます。

にこにこフェスティバル
第14回

平成26年12月14日（日）10：00～14：45（雨天決行）
入場無料

市立総合福祉センター（サニープレイス座間）

主催：座間市障害者団体連合会
後援：座間市・座間市社会福祉協議会・座間市ともしび運動推進懇話会・座間市小規模障害者施設等連絡協議会

午前の部

午後の部

■式　典：10：00～10：30

■コンサート：12：40～14：00

■お楽しみ抽選会：14：00～14：45

※バザー物品のご提供をしていただける方はご連絡下さい。（未使用品でおねがいします）

お問い合わせは…

3Fエレベーターホール前にて発売〈抽選券はお一人様1枚限りです〉

抽選券（1枚100円）の販売は1回目9時45分～10時
2回目12時～完売まで

■子ども映画会：10：30～11：40

■模擬店・バザー・市内作業所製品販売：11：00販売開始

（3F研修室にて）
★「ミッキーマウスのメリークリスマス」
★「ムーミン 氷の国をぬけだせ」
★「ミッキーマウスのお化け退治」

★子供たちの手話劇『なないろクレヨン』　★サックスフォンによるミニコンサート

焼きそば・焼き芋・フランクフルト・豚汁・綿菓子・ドリップコーヒー・
カップスープなど

■講演会：10：30～11：40「わたしを支えたありがとうの言葉」

織戸郁子さん講師：

046-266-2009FAX046-266-2001TEL

　自治会をはじめとして、毎年たくさんの皆様のご理解とご協力をいただいている共同募金運動ですが、今年も10月1日から全
国一斉に始まりました。
　戦後まもない昭和22年に始まった共同募金運動は、長年、県内の福祉施設や団体が行う福祉活動を応援してきました。始まっ
た当時とは、時代背景も社会の抱える問題も異なります。しかしながら、いつの時代も福祉の手を必要としている方々はいます。
　共同募金は人と人とをつなぐ「たすけあい」の運動です。募金を通じて多くの見知らぬ人同士の間につながりが生ま
れています。この絆が地域の福祉を支えています。

n i c o  n i c o  f e s t i v a l

赤い羽根街頭募金の様子
ざまりんとボランティアさんに協力いただきました（相武台前駅）

ご 協 力

あ り が と う

ご ざ い すま

10月末日までの募金額 4,407,511円

10月末日までの募金額 465,455円
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♥♥♥ 市民の愛 ♥♥♥善意銀行

平成26年6月１日から平成26年9月30日までに市社会福祉協議会へご寄附い
ただいた方々は次の通りです。ありがとうございました。

善意銀行では、「社会福祉の役に立ちたい、困っている人を助けたい」という市民
の皆様の善意を活かし、それを必要としている方々へ橋渡しをしています。

（敬称略・順不同）

寄付は、寄付者の希望に沿い、配分しています。
善意銀行への寄付金は、所得税・法人税の税制優遇が受けられます。

ゼブラ（株）東京支店（300）/座間市民謡連合会（24,193）/NPO法人roots溶岩窯ベーカ
リーdia-logos募金箱（1,362）/昭和16年入学栗原分校同窓会（10,750）/神奈川土建 
座間海老名支部（9,320）/神奈川歌謡友の会（95,800）/座間市立ひばりが丘小学校
（12,602）/さがみ農業協同組合座間地区運営委員会 委員長 川島健三さん（15,451）/
スペースＧ募金箱（5,735）/座間市民生委員児童委員協議会（15,451）/まさのすけ本店
募金箱（2,577）/相模健康センター募金箱（9,441）/社協募金箱（12,602）/その他匿名
2件

★物品をご寄附いただいた方　合計7件
●社会福祉のために
井上信治さん（補聴器用電池）/皆原しらかし会（雑巾110枚）/玉屋光助さん2件（お菓子
677個・276個）/安藤正明さん（オムツ8袋）/大熊智明さん（さつまいも30kg）/その他匿
名1件

●指定寄付
後藤千代子さんより座間市社協デイサービスへ（尿とりパット等）

TEL 046-266-2001地域福祉班

★浄財をご寄附いただいた方　合計14件：1,219,489円
●社会福祉のために ※（　）内は単位：円

より迅速な消防・救急体制の確立へ！座間・海老名・綾瀬で消防指令業務を共同運用

消防指令業務共同運用の仕組み

　市では、海老名市・綾瀬市の三市で、消防指令センターを相鉄線かしわ台駅前に建設し、平成27年4月から消防指令業務を共同運用
します。これにより、現在、三市それぞれの市が受け付けている119番通報は、今後はすべて海老名市、座間市、綾瀬市消防指令センター
で行います。

　ボランティアセンターは名称のとおり、ボランティアさんの中心・集まるところです。ボランティアをしたいけど…どうしたらいいの？
どこに行けばいいの？どんな活動があるの？頻度、時間は？様々な「？」をお持ちの方、ぜひ窓口へお越し下さい。みなさんのボランティ
ア活動への「はじめの一歩」をお手伝いします！
　当センターではお気軽にご相談を!・まなぶ・情報の発信の3つのキーワードを中心に業務を行っています。毎日、様々な活動をしてい
るボランティアさんとの出会いがあり、みなさんからボランティア活動の様子やボランティアに対する思いや考え等、多くの情報を頂い
ています。

　三市は海老名市柏ケ谷1047番地3に消防指令センターを共同で建設し、「消防通信指令事務協議会」を設置、共同運用します。
　消防救急デジタル無線および指令台・指令システムは共同で整備します。
　運用開始後は、三市の消防職員が24時間体制で勤務し、三市の住民約34万人の119番通報受付事務を行い、各消防署に災害出場指令を出すとともに、災害出
動部隊との無線交信などの業務を行います。

消防指令業務共同運用のメリット

■的確な対応が可能に
　共同消防指令センターでは、119番通報の受信能力・処理能力が大幅に向上し、通報が集中した際でも
確実に対応できるようになります。
　また、同じ事故や災害に関する通報が複数寄せられた際にも、情報を正確に収集できます。

■応援出動が迅速化、隣接地域への消防・救急対応がスムーズに
　災害発生状況や消防車両の出動状況などを一元管理することで、救急事故多発時や大規模災害時、通
報受信と同時に各市への応援出動をすることが可能になり三市に隣接する地域への対応がスムーズに行
え救命率の向上にも繋がります。

■大幅な経費節減
　施設整備費や維持管理費を節減できます。

聴覚障がい・言語障がいの方へ

　119番通報の仕方は基本的には今までと変わりませんが通報先の住所を言う場合は、始めに座間市を
その後に字名（町名番地）をお願いします。
　高齢者緊急通報（ペンダント電話）については現在見直しを検討中の為改めてお知らせいたします。

平成26年9月15日（月・祝）にサニープレイス座間、ふれあい広場、ハーモ
ニーホール座間にて「ふれあいフェスティバル2014」が開催されました。
天候にも恵まれ、たいへん多くの市
民の方々にご来場いただきありがと
うございました。

今年は「みんなでつくる！こころのバリアフリー」と題して、多くの企業や地
域団体に協力をいただき、講演会やスタンプラリー、オリエンテーリングを
開催しました。

共催：座間市・神奈川県厚木保健福祉事務所・（財）小田急財団
協力：座間市障害者団体連合会・座間市ボランティア連絡協議会・市内地区社会福祉協議会・都南自動車
教習所・座間市心の相談支援センターnoued・神奈川県聴覚障害者支援センター・座間市行政書士会・座
間市防犯協会・神奈川県社会福祉士会県央支部・座間市薬剤師会・（有）楽天家フレンドサービス・（株）ソ
ウワホーム・（株）けやきサポート・キューピー（株）・大塚製薬（株）・イーエヌ大塚製薬（株）・（株）明治

■緊急通報ファクシミリは119番直通へ
　市では耳や言葉の不自由な方からの火災・救急などの要請に迅速、適確に対応するため、緊急通報用ファクシミリを設置しています。その送信先のFAX番号が046
（251）5263から、より利用しやすい緊急回線の局番なし119番直通となります。新番号での運用開始は来年3月を予定していますが、ご利用には事前の登録が必要とな
ります。（すでに登録済みの方は再度登録する必要はありません）
■新しい緊急通報手段「緊急通報システムWeb119」を開始
　聴覚障がい・言語障がいの方はお持ちの携帯電話やスマートフォンからインターネットを利用して119番に通報できるようになります。
●サービス対象エリア
　原則として、座間・海老名・綾瀬市内
　※対象エリア外からの通報は、管轄区域の消防本部に連絡を行い対応しますので、迅速な対応が困難となることをご理解ください。
●利用対象者
　座間・海老名・綾瀬市内に居住を有する聴覚障がい者および音声・言語・そしゃく機能障がい者、または音声による通報に不安がある方としています。
●利用端末
　NTTドコモ・au・ソフトバンクの携帯電話スマートフォンAndroid、iOSを搭載した端末
　「緊急通報システムWeb119」の利用希望者向けの説明会を予定しています。説明会終了後、希望者は登録ができます。
　説明会は、来年3月を予定しています。詳細は決まり次第、市広報・ホームページ等でお知らせいたします。

上記に関するお問い合わせは
市消防署消防管理課 046-256-2211TEL 046-256-2215FAX

ふれあいフェスティバル2014

119番通報の方法は変わりません

第41回福祉大会

第31回社協福祉まつり

社会福祉に深い理解を示され多大な
貢献をされた方々を表彰しています。

●株式会社みつやま 玉屋光助
●福前悦子 ●澤田ひろ子
●杉本洋子 ●北 道子 ●安藤史郎

■来場者数 延べ4,437名

■共催協力企業・団体等（順不同）■社会福祉協議会会長表彰■

●日本電産トーソク株式会社
●戸矢諄子
●渡邉廸子

＊福祉まつり店
　（チョッピリ先生コーナー含む）　2,455名
＊福祉オリエンテーリング　　　　　893名
＊子育て応援コーナー　　　　　　　187名
＊在宅介護支援コーナー　　　　　　400名
＊福祉情報スタンプラリー　　　　　312名
＊福祉講演会　　　　　　　　　　　190名

■社会福祉協議会会長感謝■

（敬称略・順不同）

み ん な の ま ち 、み ん な で ボ ラ ン テ ィ ア

こんにちは、ボランティアセンターです♪

ボランティア活動しませんか！

これから活動を始めようとお考えの方、現在活動中の方もご利用下さい。
〈ボランティアに関する相談窓口〉
●ボランティア活動の紹介　●ボランティアの調整
●ボランティア登録等

ボランティア関連情報をキャッチ!
〈ぼらぼら通信〉 〈登録ボランティア団体紹介一覧〉
〈福祉施設におけるボランティア受入情報の冊子〉
〈座間市しゃきょう〉 〈ホームページ〉

●高齢者施設での洗濯物たた
　み、シーツ交換などの作業
●外出付添い、利用者のお話し
　相手など
●趣味や特技を活かした慰問
　活動

●ボランティア団体の活動紹介
『パソボラＺＡＭＡ』は障がいをお持ちの方と65歳以
上の方を対象にパソコンボランティア活動を進めて
いる団体です。
7月に『パソボラZAMA』を見学させて頂きました。
この日は7名の受講者がそれぞれ課題を見つけて取
り組んでいました。手が止まっている受講者を見つけ
ると、ボランティアさんは寄り添い、要望に応じて個
別に教えていました。これからも、あたたかい対応を
よろしくお願いします。

●個人ボランティアの活動紹介
個人登録ボランティアの高野さんは毎月高齢者のデ
イサービスへ伺い、硬筆指導をされています。活動の
見学に伺った時には、高野さんが作った四字熟語の
問題をみんなで解きながら漢字を記入していまし
た。「先生の字は適当がない、きれいな字」と利用者さ
んは関心していました。アットホームな雰囲気に溶け
込んで、活動している高野さん。「継続は力なり。結果
は後からついてくる、字を書くことは幸せ。」と、楽し
そうに話されました。これからも、明るく楽しい硬筆
指導をよろしくお願いします。

●乳幼児の見守り保育
　主に月曜～金曜の午前中の
　時間帯
●子育てサロンのお手伝い

●外国籍の方々へ日本語の学
　習支援（平日の昼間、夜間、土
　曜日の午後の時間帯等、市内
　3か所での活動）

●障がい者施設での余暇活動のお
　手伝い、作業手伝い、外出付添い
●聴覚障がい者への手話、要約筆
　記活動
●視覚障がい者への点訳、録音、拡
　大写本等作成活動
●行事やイベントの手伝い

子どもから大人までボランティア活動に関心のある方、活動している方
を対象に学ぶ機会があります。
〈市民のための福祉講座〉
●はじめてのボランティア（平成26年6月開催）
●聴く力アップ講座（平成26年10月開催）
●災害救援ボランティア講座（平成27年2月予定）
〈ボランティア体験サマースクール〉
平成26年7月～8月開催
〈ボランティア研修〉
平成27年1月予定

個人での活動もボランティア団体に仲間入りしてもOK！
自分のスタイルで、希望に沿った活動を探すお手伝いをします。

日時 原則毎月2回
第2･第4日曜日13時～15時
（第1･第3日曜日になる場合あり）
場所 サニープレイス座間
3F講習室または2F会議室

「へんとつくりの書き方を学び
ます。楷書や行書を習っていると
昔を思い出すの…」

平成27年1月～
2月の予定

●ボランティア研修…1月26日（月）、27日（火）、29日（木）
　テーマ：こころのボランティア、子どもの障がいについて、認知症サポーター養成講座
●災害救援ボランティア講座…2月8日（日）、15日（日）、22日（日）全3回　●ボランティアのつどい…2月11日（水）

みなさんのご参加をお待ちしています♪

消防司令センター（海老名市柏ヶ谷）

お知らせ

報告

お気軽にご相談を!

情報の発信

まなぶ

高齢者関係

みんなのまちのボランティア

障がい者関係 子ども関係 外国籍の方への支援関係
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座間市しゃきょう 「点字版」 「録音版」 を発行しています。

♥♥♥ 市民の愛 ♥♥♥善意銀行

平成26年6月１日から平成26年9月30日までに市社会福祉協議会へご寄附い
ただいた方々は次の通りです。ありがとうございました。

善意銀行では、「社会福祉の役に立ちたい、困っている人を助けたい」という市民
の皆様の善意を活かし、それを必要としている方々へ橋渡しをしています。

（敬称略・順不同）

寄付は、寄付者の希望に沿い、配分しています。
善意銀行への寄付金は、所得税・法人税の税制優遇が受けられます。

ゼブラ（株）東京支店（300）/座間市民謡連合会（24,193）/NPO法人roots溶岩窯ベーカ
リーdia-logos募金箱（1,362）/昭和16年入学栗原分校同窓会（10,750）/神奈川土建 
座間海老名支部（9,320）/神奈川歌謡友の会（95,800）/座間市立ひばりが丘小学校
（12,602）/さがみ農業協同組合座間地区運営委員会 委員長 川島健三さん（15,451）/
スペースＧ募金箱（5,735）/座間市民生委員児童委員協議会（15,451）/まさのすけ本店
募金箱（2,577）/相模健康センター募金箱（9,441）/社協募金箱（12,602）/その他匿名
2件

★物品をご寄附いただいた方　合計7件
●社会福祉のために
井上信治さん（補聴器用電池）/皆原しらかし会（雑巾110枚）/玉屋光助さん2件（お菓子
677個・276個）/安藤正明さん（オムツ8袋）/大熊智明さん（さつまいも30kg）/その他匿
名1件

●指定寄付
後藤千代子さんより座間市社協デイサービスへ（尿とりパット等）

TEL 046-266-2001地域福祉班

★浄財をご寄附いただいた方　合計14件：1,219,489円
●社会福祉のために ※（　）内は単位：円

より迅速な消防・救急体制の確立へ！座間・海老名・綾瀬で消防指令業務を共同運用

消防指令業務共同運用の仕組み

　市では、海老名市・綾瀬市の三市で、消防指令センターを相鉄線かしわ台駅前に建設し、平成27年4月から消防指令業務を共同運用
します。これにより、現在、三市それぞれの市が受け付けている119番通報は、今後はすべて海老名市、座間市、綾瀬市消防指令センター
で行います。

　ボランティアセンターは名称のとおり、ボランティアさんの中心・集まるところです。ボランティアをしたいけど…どうしたらいいの？
どこに行けばいいの？どんな活動があるの？頻度、時間は？様々な「？」をお持ちの方、ぜひ窓口へお越し下さい。みなさんのボランティ
ア活動への「はじめの一歩」をお手伝いします！
　当センターではお気軽にご相談を!・まなぶ・情報の発信の3つのキーワードを中心に業務を行っています。毎日、様々な活動をしてい
るボランティアさんとの出会いがあり、みなさんからボランティア活動の様子やボランティアに対する思いや考え等、多くの情報を頂い
ています。

　三市は海老名市柏ケ谷1047番地3に消防指令センターを共同で建設し、「消防通信指令事務協議会」を設置、共同運用します。
　消防救急デジタル無線および指令台・指令システムは共同で整備します。
　運用開始後は、三市の消防職員が24時間体制で勤務し、三市の住民約34万人の119番通報受付事務を行い、各消防署に災害出場指令を出すとともに、災害出
動部隊との無線交信などの業務を行います。

消防指令業務共同運用のメリット

■的確な対応が可能に
　共同消防指令センターでは、119番通報の受信能力・処理能力が大幅に向上し、通報が集中した際でも
確実に対応できるようになります。
　また、同じ事故や災害に関する通報が複数寄せられた際にも、情報を正確に収集できます。

■応援出動が迅速化、隣接地域への消防・救急対応がスムーズに
　災害発生状況や消防車両の出動状況などを一元管理することで、救急事故多発時や大規模災害時、通
報受信と同時に各市への応援出動をすることが可能になり三市に隣接する地域への対応がスムーズに行
え救命率の向上にも繋がります。

■大幅な経費節減
　施設整備費や維持管理費を節減できます。

聴覚障がい・言語障がいの方へ

　119番通報の仕方は基本的には今までと変わりませんが通報先の住所を言う場合は、始めに座間市を
その後に字名（町名番地）をお願いします。
　高齢者緊急通報（ペンダント電話）については現在見直しを検討中の為改めてお知らせいたします。

平成26年9月15日（月・祝）にサニープレイス座間、ふれあい広場、ハーモ
ニーホール座間にて「ふれあいフェスティバル2014」が開催されました。
天候にも恵まれ、たいへん多くの市
民の方々にご来場いただきありがと
うございました。

今年は「みんなでつくる！こころのバリアフリー」と題して、多くの企業や地
域団体に協力をいただき、講演会やスタンプラリー、オリエンテーリングを
開催しました。

共催：座間市・神奈川県厚木保健福祉事務所・（財）小田急財団
協力：座間市障害者団体連合会・座間市ボランティア連絡協議会・市内地区社会福祉協議会・都南自動車
教習所・座間市心の相談支援センターnoued・神奈川県聴覚障害者支援センター・座間市行政書士会・座
間市防犯協会・神奈川県社会福祉士会県央支部・座間市薬剤師会・（有）楽天家フレンドサービス・（株）ソ
ウワホーム・（株）けやきサポート・キューピー（株）・大塚製薬（株）・イーエヌ大塚製薬（株）・（株）明治

■緊急通報ファクシミリは119番直通へ
　市では耳や言葉の不自由な方からの火災・救急などの要請に迅速、適確に対応するため、緊急通報用ファクシミリを設置しています。その送信先のFAX番号が046
（251）5263から、より利用しやすい緊急回線の局番なし119番直通となります。新番号での運用開始は来年3月を予定していますが、ご利用には事前の登録が必要とな
ります。（すでに登録済みの方は再度登録する必要はありません）
■新しい緊急通報手段「緊急通報システムWeb119」を開始
　聴覚障がい・言語障がいの方はお持ちの携帯電話やスマートフォンからインターネットを利用して119番に通報できるようになります。
●サービス対象エリア
　原則として、座間・海老名・綾瀬市内
　※対象エリア外からの通報は、管轄区域の消防本部に連絡を行い対応しますので、迅速な対応が困難となることをご理解ください。
●利用対象者
　座間・海老名・綾瀬市内に居住を有する聴覚障がい者および音声・言語・そしゃく機能障がい者、または音声による通報に不安がある方としています。
●利用端末
　NTTドコモ・au・ソフトバンクの携帯電話スマートフォンAndroid、iOSを搭載した端末
　「緊急通報システムWeb119」の利用希望者向けの説明会を予定しています。説明会終了後、希望者は登録ができます。
　説明会は、来年3月を予定しています。詳細は決まり次第、市広報・ホームページ等でお知らせいたします。

上記に関するお問い合わせは
市消防署消防管理課 046-256-2211TEL 046-256-2215FAX

ふれあいフェスティバル2014

119番通報の方法は変わりません

第41回福祉大会

第31回社協福祉まつり

社会福祉に深い理解を示され多大な
貢献をされた方々を表彰しています。

●株式会社みつやま 玉屋光助
●福前悦子 ●澤田ひろ子
●杉本洋子 ●北 道子 ●安藤史郎

■来場者数 延べ4,437名

■共催協力企業・団体等（順不同）■社会福祉協議会会長表彰■

●日本電産トーソク株式会社
●戸矢諄子
●渡邉廸子

＊福祉まつり店
　（チョッピリ先生コーナー含む）　2,455名
＊福祉オリエンテーリング　　　　　893名
＊子育て応援コーナー　　　　　　　187名
＊在宅介護支援コーナー　　　　　　400名
＊福祉情報スタンプラリー　　　　　312名
＊福祉講演会　　　　　　　　　　　190名

■社会福祉協議会会長感謝■

（敬称略・順不同）

み ん な の ま ち 、み ん な で ボ ラ ン テ ィ ア

こんにちは、ボランティアセンターです♪

ボランティア活動しませんか！

これから活動を始めようとお考えの方、現在活動中の方もご利用下さい。
〈ボランティアに関する相談窓口〉
●ボランティア活動の紹介　●ボランティアの調整
●ボランティア登録等

ボランティア関連情報をキャッチ!
〈ぼらぼら通信〉 〈登録ボランティア団体紹介一覧〉
〈福祉施設におけるボランティア受入情報の冊子〉
〈座間市しゃきょう〉 〈ホームページ〉

●高齢者施設での洗濯物たた
　み、シーツ交換などの作業
●外出付添い、利用者のお話し
　相手など
●趣味や特技を活かした慰問
　活動

●ボランティア団体の活動紹介
『パソボラＺＡＭＡ』は障がいをお持ちの方と65歳以
上の方を対象にパソコンボランティア活動を進めて
いる団体です。
7月に『パソボラZAMA』を見学させて頂きました。
この日は7名の受講者がそれぞれ課題を見つけて取
り組んでいました。手が止まっている受講者を見つけ
ると、ボランティアさんは寄り添い、要望に応じて個
別に教えていました。これからも、あたたかい対応を
よろしくお願いします。

●個人ボランティアの活動紹介
個人登録ボランティアの高野さんは毎月高齢者のデ
イサービスへ伺い、硬筆指導をされています。活動の
見学に伺った時には、高野さんが作った四字熟語の
問題をみんなで解きながら漢字を記入していまし
た。「先生の字は適当がない、きれいな字」と利用者さ
んは関心していました。アットホームな雰囲気に溶け
込んで、活動している高野さん。「継続は力なり。結果
は後からついてくる、字を書くことは幸せ。」と、楽し
そうに話されました。これからも、明るく楽しい硬筆
指導をよろしくお願いします。

●乳幼児の見守り保育
　主に月曜～金曜の午前中の
　時間帯
●子育てサロンのお手伝い

●外国籍の方々へ日本語の学
　習支援（平日の昼間、夜間、土
　曜日の午後の時間帯等、市内
　3か所での活動）

●障がい者施設での余暇活動のお
　手伝い、作業手伝い、外出付添い
●聴覚障がい者への手話、要約筆
　記活動
●視覚障がい者への点訳、録音、拡
　大写本等作成活動
●行事やイベントの手伝い

子どもから大人までボランティア活動に関心のある方、活動している方
を対象に学ぶ機会があります。
〈市民のための福祉講座〉
●はじめてのボランティア（平成26年6月開催）
●聴く力アップ講座（平成26年10月開催）
●災害救援ボランティア講座（平成27年2月予定）
〈ボランティア体験サマースクール〉
平成26年7月～8月開催
〈ボランティア研修〉
平成27年1月予定

個人での活動もボランティア団体に仲間入りしてもOK！
自分のスタイルで、希望に沿った活動を探すお手伝いをします。

日時 原則毎月2回
第2･第4日曜日13時～15時
（第1･第3日曜日になる場合あり）
場所 サニープレイス座間
3F講習室または2F会議室

「へんとつくりの書き方を学び
ます。楷書や行書を習っていると
昔を思い出すの…」

平成27年1月～
2月の予定

●ボランティア研修…1月26日（月）、27日（火）、29日（木）
　テーマ：こころのボランティア、子どもの障がいについて、認知症サポーター養成講座
●災害救援ボランティア講座…2月8日（日）、15日（日）、22日（日）全3回　●ボランティアのつどい…2月11日（水）

みなさんのご参加をお待ちしています♪

消防司令センター（海老名市柏ヶ谷）

お知らせ

報告

お気軽にご相談を!
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社会福祉協議会は、住み慣れた地域の中で誰もが
安心して暮らせる社会を作ることを目的とした、
社会福祉法に定められた民間の福祉団体です。

URL：http://www.zamashakyo.jp/

〒252-0021 座間市緑ケ丘1丁目2番1号
座間市立総合福祉センター(サニープレイス座間)内

発行 座間市社会福祉協議会社会福祉法人

Email：info@zamashakyo.jp
TEL.046-266-1294 FAX.046-266-2009

フロム いーふくし

この広報紙「座間市しゃきょう」の作製には、社協会費の一部が充てられています。
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担当：共同募金会座間市支会

赤

い
羽根
募金活動はじまる！

赤

い
羽根募金活動はじ

まる
！

《赤い羽根募金運動》
　10月より展開しているこの募金は、市内や
県内の民間社会福祉施設・福祉団体の支援、
地域福祉の推進の充実、災害ボランティアセ
ンターの運営等に役立てられています。

《年末たすけあい募金運動》
　12月より展開するこの募金は、障がい者地
域活動支援センター（旧障害者地域作業
所）・福祉団体・ボランティア団体などの市内
団体に広く活用されるとともに、社会福祉協
議会の事業費として様々な事業に活用され
地域福祉活動に役立てられています。

毎年たくさんの募金をお寄せいただき、ありがとうございます。
今年も、すでに回覧等で自治会会員の皆様にはご協力をいた
だいております。また、街頭募金でも多くの地域団体、福祉施設
や保育園の皆様のお力添えとご参加をいただいております。
市内多数の商業施設等では、募金箱設置のご協力もいただい
ております。引き続き皆様のご理解とご協力をお願い申し上げ
ます。

　1954年川崎市出身。両手の指が1本ずつしかなく足の指も欠損という障がいを持って生まれる。
1990年から神奈川県福祉相談員として、2013年からは大和市相談員として活動している。2012年7
月『朝日新聞』朝刊「声」欄への投書が話題となり、フェイスブックやブログ等で大きな反響を呼んだ。
　著書に『今、いじめられているあなたへ』『私を支えた「ありがとう」の言葉』がある。

046-266-1294TEL 046-266-2009FAX

今年も
開催いたします！！

参加お待
ち

しており
ます。

にこにこフェスティバル
第14回

平成26年12月14日（日）10：00～14：45（雨天決行）
入場無料

市立総合福祉センター（サニープレイス座間）

主催：座間市障害者団体連合会
後援：座間市・座間市社会福祉協議会・座間市ともしび運動推進懇話会・座間市小規模障害者施設等連絡協議会

午前の部

午後の部

■式　典：10：00～10：30

■コンサート：12：40～14：00

■お楽しみ抽選会：14：00～14：45

※バザー物品のご提供をしていただける方はご連絡下さい。（未使用品でおねがいします）

お問い合わせは…

3Fエレベーターホール前にて発売〈抽選券はお一人様1枚限りです〉

抽選券（1枚100円）の販売は1回目9時45分～10時
2回目12時～完売まで

■子ども映画会：10：30～11：40

■模擬店・バザー・市内作業所製品販売：11：00販売開始

（3F研修室にて）
★「ミッキーマウスのメリークリスマス」
★「ムーミン 氷の国をぬけだせ」
★「ミッキーマウスのお化け退治」

★子供たちの手話劇『なないろクレヨン』　★サックスフォンによるミニコンサート

焼きそば・焼き芋・フランクフルト・豚汁・綿菓子・ドリップコーヒー・
カップスープなど

■講演会：10：30～11：40「わたしを支えたありがとうの言葉」

織戸郁子さん講師：

046-266-2009FAX046-266-2001TEL

　自治会をはじめとして、毎年たくさんの皆様のご理解とご協力をいただいている共同募金運動ですが、今年も10月1日から全
国一斉に始まりました。
　戦後まもない昭和22年に始まった共同募金運動は、長年、県内の福祉施設や団体が行う福祉活動を応援してきました。始まっ
た当時とは、時代背景も社会の抱える問題も異なります。しかしながら、いつの時代も福祉の手を必要としている方々はいます。
　共同募金は人と人とをつなぐ「たすけあい」の運動です。募金を通じて多くの見知らぬ人同士の間につながりが生ま
れています。この絆が地域の福祉を支えています。

n i c o  n i c o  f e s t i v a l

赤い羽根街頭募金の様子
ざまりんとボランティアさんに協力いただきました（相武台前駅）

ご 協 力

あ り が と う

ご ざ い すま

10月末日までの募金額 4,407,511円

10月末日までの募金額 465,455円

座間市社会福祉協議会様 _広報誌 _表面（Ｗ546mm×Ｈ406mm） 天

地

天

地


